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２００７年９月のプロバスケットボール「仙台８９ＥＲＳ」のボランティア説明会と、２００８年２月のプロ野球「楽天イーグルス」のボランティア

説明会において、ＳＶ２００４では当日の参加者に対し、各チームと連携し「ボランティア・アンケート」を実施しました。その結果から見えて

くるそれぞれの特色、そして取り組むテーマをまとめました。 

質問 １  スポーツボランティアの経験は  < 複数回答可 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                    質問２．ボランティア参加の動機は<複数回答可> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツボランティアの交流情報紙 
発行 ＳＶ２００４ （宮城県仙台市） 

発行日 ２００８年４月１５日 （月１回発行） 

私たちはスポーツボランティア活動を応援します 

仙台８９ＥＲＳ 楽天イーグルス 

質問の狙い  

宮城には５つのスポーツボランティア組織が活動しており、年々複数の活動に参加する人が増えていることから、この実態を調査しま

した。いかに継続率を高めるか、ともに考え改善していきたいところです。 

◆ 89ERS ボランティア調査 ・・・ 活動シーズンの違いを反映し他のボランティア活動の経験者が多くなっています 

・ 前年からの継続率が低く、反面新規の活動希望者が比較的多くなっています。 

・ 楽天イーグルス、ベガルタ仙台の活動経験者の割合も高くなっています。 

◆ 楽天イーグルスボランティア調査 ・・・ 89ERS との補完関係があります。 

・ 継続率が高く、反面新規のボランティア参加者が少ない状況です。 

・ 89ERSの経験者が多く、相互補完の関係がうかがえます。 

仙台８９ＥＲＳ 

楽天イーグルス 

質問の狙い 

参加の動機を知ることで、どう取り組む

ことでボランティアの満足度が高まるか

の参考にしたいと思います 

◆ 仙台８９ＥＲＳ 

・ 仲間と活動するのが楽しいから 

・ チームが好きだから 

・ 社会の役に立ちたいから 

◆ 楽天イーグルス 

・ 野球が好きだから 

・ チームが好きだから 

・ 社会の役にたちたいから 

 

参加の動機は人それぞれ、いいコミュニ

ケーションを作ることが、大切になりま

す。 
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10代 20代 30代 40代 50代 60代 70以上

5.5 15.1 11.0 11.0 13.7 32.9 11.0

年代

0.0 6.2 7.8 10.1 17.8 39.5 18.6

男性 女性

52.1 47.9

性別

71.7 28.3

太白 青葉 宮城野 若林 泉 岩沼 名取 多賀城 塩釜 利府 富谷 その他

24.7 28.8 6.8 4.1 21.9 2.7 1.4 0 0 0 1.4 8.2

居住地

17.8 17.1 26.4 7.8 15.5 2.3 1.6 0.8 2.3 1.6 2.3 4.7

バスケットではゲームの拠点となる仙台市体育館（太白）と

青葉体育館（青葉）の関連で「太白区・青葉区」が多く、次いで

「泉区」となっています。これはサッカーのボランティア経験者が

多く参加していることと地下鉄による交通機関の整備の影響

がうかがえます。 

野球ではＫスタの地元である「宮城野区」が多く、ここでも地

下鉄沿線からの参加率が高くなっています。課題として地下鉄

沿線以外や仙台市以外からのボランティア参加率アップが共

通してあげられます。 

まとめ 

 

 スポーツボランティアに関する情報は決して豊富とはいえませ

ん。このため、チームやＳＶ２００４の活動の参考としてこの調

査を行いました。協力していただいた多くのボランティアの皆様

に感謝するとともに、この情報を生かした活動や改善を大切に

していきたいと思います。合わせて、毎年継続的に実施するこ

とで、ボランティアの変化にも注目していきたいと思います。 

質問３． どのような研修を希望しますか ＜複数回答可＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢構成 

 

 

 

 

 

 

性別 

 

 

 

居住地は ＜上段：仙台８９ＥＲＳ／下段：楽天イーグルス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問の狙い 

ボランティアのモチベーションを高めるた

めに、希望する研修を実施する目的で

質問しました。 

＜８９ＥＲＳでは救命・災害の項目は無し

でした＞ 

 

◆ 仙台８９ＥＲＳ 

・バスケットボールの基礎知識が 

 約４割とトップです 

・次いで「エコ・環境」「接客・応対」でした 

◆ 楽天イーグルス 

・トップは「救命・災害」、ゲーム数 

 の多さ、活動時間の長さが影響か 

・「エコ・環境」「接客・応対」の順でした 

 

ボランティアの年代や性別の構成の違い

を反映し対照的な結果となりました。こ

の希望をいかした研修を今後チームと連

携し企画するとともに、継続的に調査を

行うことでトレンドをみていきたいと思い

ます。 

仙台８９ＥＲＳ 

楽天イーグルス 

仙台８９ＥＲＳ 

楽天イーグルス 

スポーツの種目の違いか、バスケットボールでは１０代から満遍なくボランティアが活動しているのに対し、野球では６０歳以上が５８％

と過半数を占めています。年代の中心はどちらも６０代となっています。 

仙台８９ＥＲＳ 

楽天イーグルス 

バスケットの仙台８９ＥＲＳは男女がほぼ半分となっているのに対し、野球は圧倒

的に男性の比率が高くなっています。野球ボランティアの年代構成が高いことか

ら、少年時代の野球経験者が多いと考えられます 
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【エコシティ仙台プロデュースプロジェクトとは】 内容はＭＥＬＯＮ（みやぎ・環境とくらしネットワーク）ＨＰより許可を得て転載 

プロスポーツの試合を中心にごみ減量や環境問題への取り組みを行うプロジェクトです。 

 ３つのプロスポーツ運営会社（ベガルタ仙台：株式会社東北ハンドレッド【フロント】、楽天イーグルス：株式会社楽天野球団【球団】、仙台

89ERS：株式会社仙台スポーツリンク【運営会社】）と市民、企業、行政が横に連携したまちづくり組織において、環境面の取り組みを

MELONがサポートすることを理想としています。フィールドは、在仙の3つのプロスポーツが主催する試合会場です。 

 プロジェクトは、プロスポーツ運営会社が試合とリアルタイムで環境に配慮した興行を実施する方法を日々模索しています。プロスポーツ

運営会社が試合とリアルタイムで環境に配慮した興行を実施するために、プロスポーツ運営会社、ボランティア、行政、観客、売店･･･さ

まざまな立場の人たちが、「連携して環境に配慮すること」が必要です。本プロジェクトは、さまざまな立場の人たちが「連携して環境に配

慮すること」ができるよう、ネットワーク作りもしています。→ http://www.melon.or.jp/melon/contents/Section/eco-city/frame.htm 

【ベガルタ仙台の取り組み】 

◆ エコプロジェクトへの取り組み 

「ユアテックスタジアム仙台を日本一きれいなスタジアムに」を目標としてクラブが率先してエコ活動に取り組んでいます。 

※ ベガルタ仙台エコプロジェクトのページ http://www.vegalta.co.jp/etc/eco.php 

◆ 取り組み事例 

※ マイタンブラー  2003（平成15）年度に最初に売り出した12,000個は完売、毎試合約8,000個捨てられていた紙コップが半減し

ました。1,000 人あたりの紙コップ数は 2003年 5月では 417個、同年 10 月は 243 個と 42％の削減になりまし

た。ビールの売り上げに対する 1試合平均タンブラー使用率は2004年の調査で 40％でした。 

※ レジ袋削減    スタジアムの各売店でレジ袋削減を呼び掛けた結果、取り組みをする前には 1店舗 1試合約300枚近いレジ袋を

配布していたのが、05年 10月調査では 1店舗 57.8 枚という結果が！！  

※ このほかにもエコバックの販売と活用や、サポーターへのアピールのための「横断幕」の活用、更に親子での体験企画なども実施 

【楽天イーグルスの取り組み】 

「エコスタジアムの実現」に向けて、球団が発足した２００５年から取り組みがスタート、分別によるリサイクル率のアップや減量に取り組ん

でいます。スタジアムではエコステーションでボランティアが中心となって観客への呼びかけを行っていますが、各売店の責任者や球団職員

も毎年ボランティアに参加し、落ちているごみは全員で拾おうという基本からの取り組みが効果をあげ、いつもきれいな環境で観戦を楽し

んでいただいています。 

◆ 取り組み事例 

                                                         ※ 「横断幕」での呼びかけ実施 

                                                        ※ マイカップの導入と活用 

                                                        ※ エコキッズ企画の実施 

                                                         

                                                        プロ野球初のエコ活動は全国に 

                                                        広がりがうまれつつあります。 

                                                                 → ５Ｐ参照 

 

 

※ 毎年進化するエコステーション             ※ スタジアム内の容器は統一 

【仙台８９ＥＲＳの取り組み】 

宮城の３つめのプロチームとして２００５年に誕生したプロバスケットボールｂｊリーグの「仙台８９ＥＲＳ」、ここでもエコステーションが設置さ

れ、ごみの分別・リサイクル率アップの取り組みが行われています。更に、横断幕での呼びかけ 

・エコキッズ企画の実施、ボランティア控え室での分別など、出来る限りごみの出ない・出さない 

取り組みをすすめています。 

 

 

 

特集  エコシティ仙台プロデュースプロジェクト → スポーツボランティアにとっての環境問題 

     ３のプロスポーツをつなぐごみ減量・リサイクル率アップの取り組み 

いつかごみゼロをめざして 
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多様なスポーツを支える「広島市スポーツイベントボランティア」 

 

 「ボランティアがいると会場全体の挨拶が良くなるんです」、広島市スポーツ協会でボランティア事務局を担当する長谷川さんは、そうボ

ランティアの効果をあげてくれました。モットーは「お客様をもてなす心を持って活動する」、ですから説得力があります。 

 広島市は瀬戸内海に臨む中国地方の中核都市であり、人口は約１１７万人となっています。しかし、ことスポーツに関してはその人口規

模以上に昔から実力のあるさまざまなチームが活躍してきました。プロ野球の広島東洋カープ、サッカーＪリーグのサンフレッチェ広島、ハン

ドボール男子の湧永製薬(本拠地は安芸高田市)、ハンドボール女子のメイプルレッズ、Ｖリーグ男子のＪＴサンダース、陸上の古豪中国電

力、ソフトテニスのＮＴＴ西日本、この他にも女子ホッケーやバドミントンなど実に多彩なスポーツチームがあり、その多くが「ＴＯＰＳ広島」と

いう組織に加盟し、地域のための活動に参加しているのです。 

 そのスポーツの盛んな町に、それを支えようという動きが市民から生まれたのは１９９４年に開催されたアジア競技大会にさかのぼると

いいます。市民の意識の変化に対応する形で、２０００年ビックアーチでのＪリーグの試合などをサポートする「ビックアーチボランティア」の

募集が活動が始まったのです。つまり、スタートはビックアーチを拠点とする施設型であり、これを翌年「継続型・複数施設型」に発展させる

形で現在の「広島市スポーツイベントボランティア」が組織化されました。現在、活動の中心はサッカーのサンフレッチェ広島であり、国際ハ

ンドボール大会での運営サポートです。ここに今年から本格的にプロ野球の広島カープの活動が加わります。（２００７年も一部のゲームで

サポートしていました）その結果、「おそらく従来のサッカーが好きという方々以外に、野球が好きというボランティアの登録が増えるでしょう

し、ゲーム数が多いため運営面の見直しが必要となる」可能性を事務局では想定しているようです。 

そもそも広島市スポーツ協会は財団法人であり、さまざまな種目の協会、学区民体育団体などが加盟している組織です。前述の「ＴＯＰ

Ｓ広島」とも連携しスポーツの振興、競技力向上、育成事業など横断的なスポーツに対する視点を大切にした活動を行ってきました。現在

のボランティア活動が、単一の種目に偏らず幅広いスポーツを対象としていることは、こうした事務局を担当する組織との関わりが大きい

と考えられます。さらに「広島市スポーツイベントボランティア」のもうひとつの特色として、希望すれば身近なスポーツ施設でのイベント補

助を行うため、各区の「スポーツ施設ボランティア」にも登録することが可能となっていることがあげられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な活動で担当する業務は、「入場口業務」「案内業務」「ごみ回収業務」など、他の地域のスポーツボランティアと大きな違いはあ

りません。しかし、通常ボランティアに対し連絡や参加確認をしたり、ゲーム前後に説明や反省点の確認を行うのがイベントの主催者側ス

タッフであるのに対し、ボランティアの活動の都度スポーツ協会から参加する事務局メンバーがその業務を担当していることが最大の違い

です。そのため、事務局の担当は実に多様な業務を受け持つことになります。事前に各スポーツイベントの運営責任者と業務の内容を確

認し、ボランティアへの募集の呼びかけをし、当日の配置の確認やサポート、アンケートのまとめ、シーズン中の研修まで、運営主体とボラ

ンティアの間でさまざまな調整役を果たすのです。「メリットとして、中間で運営サイドやボランティアからの意見を聞き、調整機能を果たす

ことで、ダイレクトに要求がぶつかりあうよりも円滑にものごとが進みます」、事務局の長谷川さんは笑ってそう話してくれましたが、多様な

意見や要望の調整は苦労もまた多いのではないかと推察されます。 

 今後のポイントは「同一日にイベントが重なるケースが増えるため、如何に活動への参加意識を高めるか、また、イベント当日にボランテ

ィアが書いてくれているアンケートへの的確な対応を大切にするとともに、研修会や交流会などを通じてボランティアの自立に向けた動きを

支援していく」予定であり、予算の確保、自立した組織の規約などの準備にも取り組み始めているということでした。従来、広島に近い形

態を採用していた鹿嶋市がアントラーズのクラブ直轄のボランティア制度に２００８年から変化した今、「継続型・複数施設・複数スポーツ

型」の広島のボランティア活動が、今後どう展開するのか大いに注目したいものです。 

 

市 

民 

登録 

広島市スポーツ 

イベント 

ボランティア 

サンフレッ

チェ広島 

広 島 

カープ 

国際ハンド

ボール大会 

その他 

イベント 

各区スポーツ施設 

ボランティア 

このページはさまざまなスポーツボランティアの活動情報を掲載しています。 【 広島 】 




